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1セザンヌと『知られざる傑作』（Ⅴ）
ジャーナリスト・ゾラの誕生一八六二年二月の、おそらく一日、ゾラは、亡父の友人で医学アカデミー会員であったブデの紹介で、出版
元であるアシェット書店に、下級社員として就職し
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た。この職場が自分を満足させうるかどうか、そこに不安
があったことは想像に難くない。しかし、貧窮の中にあるゾラには、ともかく食べるために働かねばならないという現実があり、しかも今度の仕事は、さきのドックの、永遠の苦行のような無味乾燥の末端行政事務に比べれば、時代の知性の先端を行く大書店の仕事であり、限られた選択条件の中では、将来への可能性をより感じさせるものであったことはまちがい
幸いにも、ゾラの運命はここから開ける。彼の人生が一挙に開花するように華々しく変化する。その意味で、
ゾラは才能と同時に強運 持ち主でもあった。 論
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配属されたのは資材・配送部門だった。小売書店や特定客に本を荷造りし発送するのが主な仕事で、ゾラは
書店の最下層の社員だった。世に出たばかりの本に直に触れ、いまどのような作家のどのようなものが生み出され流通しているのか、それを知ることには新鮮な刺激があっただろう。また、著作・出版の世界の現実について教わることが多々あ だろう。その意味でここでの経験は彼にとって相応の意味があったはずである。しかし、作家を志していた者が、この誰とでも取 換え可能な労働の現場で、いつまでも我慢できるもなかった。ゾラは、勤め始めて らまだ一月にもならないある土曜日、社内から人気の消える夕刻を選んで、大胆にも、社主ルイ・アシェットの執務室に入り、その机の上に、ダンテの『神曲』から想を得て、愛の地獄、煉獄、天国を詠んだ自作の詩『アムルーズ・コメディ
L
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édie 』を置いた。
ルイ・アシェットは、大アシェット書店の創業者である。彼はアルデンヌの貧しい農民の子に生まれたが、
大変聡明で、母親が名門ルイ・ル・グラン校 寄宿生の身の回り
（（
（注
係に就いていたことが縁で、同校の奨学生に
なることができた。級友には、不朽 フランス語辞書を編纂したエミール・リトレがいた。一八一九年 彼はエコル・ノルマル・スューペリエールの前身パ ショナ・ノルマルに合格する。そこで著名 歴史家であると同時に後に七月王政政府の首相となる政治家フランソワ・ギゾー等の自由主義的思想を持つ教授陣から講義を授かる。この素晴らしい環境が災いをもたらした。一八二二年、ユルトラ ヴィレール政府は、パンショナ・ノルマルの自由主義的校風がユルトラの教育原理「宗教、王政、正統王朝主義、王
シャルト政憲章」をないがしろにし
ているとして糾弾、廃校を命じたのである。こうし 順風満帆だったルイ・アシェット キャリアは、挫折を余儀なくされた。貧しかった彼は、給費がなければ仕事を探さねばならず、パリの富裕な公証人フーコー・ドゥ・パヴァンの子供たち 家庭教師になった。そう なか、一八二六年 セーヌ左岸 小さ 書店の営業権株が売りに出ているのを知り、そこに人生 好機を見い出 た。彼は 雇 主パヴァン 援助を得てこれ
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購入、アシェット書店を立ち上げ、彼と同じくパンショナ・ノルマルの学舎を失った同級生たちを集めて、自分たちの新しい息吹を入れた教科書や教育関係の書籍の出版を始めた。それから四年後、一八三〇年、七月革命が勃発、革命によって誕生し ルイ＝フィリップ 新政府は、初等教育の充実を決め、そのために新たな法を整備して、次々に小学校を建設 始めた。一挙に広がる公教育によって、就学児童が急増し が、子供たちの教科書や副読本が決定的に不足していた。このニーズにアシェット書店はいち早く応えた。時代に必要とされる教科書や教育図書、辞書や事典 次々に出版し、急速に業績を伸ばし規模を拡大した。さ に 一八五〇年以降、文学 実用書 旅行案内書など、あらゆるジャンルの出版物を広く手がけるようになり、それらを売るために 書店に無料で新刊案内を配布して宣伝に努めたほか、一年間売れなかった本の返品制度を作って安心してアシェットの本 置ける環境を整備し、販売拡張に努めた。また、旅行者が携帯できる小型版の、著作を厳選 た「鉄道 庫
B
ibliothèque des chem
ins de fer 」 、子供がお小遣いでも買える一フランの「バラ色
文庫
B
ibliothèque rose 」 、人々の好奇心を掻き立てる「驚異文庫
B
ibliothèque des m
erveilleuses 」など、叢書
の出版も次々に始めて成功を収めた。
ゾラが就職した当時、アシェット書店は、従業員数百三十九人、社屋はサン・ミッシェル大通り、サン・
ジェルマン大通り、ピエール・サラザン通り、オートフォイユ通りの四つの通りに囲まれたブロックを占め、いくつかの建物の集合体からなり、全体で一万平方メ ルの広さがあった。しかも その頂点にいる創業者ルイ・アシェットは、実業人であると同時に著名な文化人でもある。既に見たように彼は医学アカデミー会員ブデの友人であり、リトレの学友 その辞書の出版人であり オーギュスト・コント（一八五七年死去
（、ミ
シュレ、テーヌ等の出版人であ 実業をとおして多くの学者・文学者らと親 い関係 あっ ような人物に、入りたての最下級 社員が、直接接触を図ったのである。余程蛮勇 る行動だと えよう。
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ところが、休日が明けた二日後の月曜日、その行動に対してルイ・アシェットは、まるで対等の人間を遇す
るようにゾラを遇した。彼は、職員たちが昼食を食べに出かける正午少し前、ゾラを執務室に呼び、丁寧に椅子を勧めてから、おもむろに の作品の評価を端的に述 た。読んだのである。もちろん若いゾラは、当然読んでもらえると考えて原稿を机の上に置いたであろう。しかし、大出版書店の社主が、まだ内容にまったく信を置くことができない、しかも相当に時間を奪う原稿に、無償で目を通すなどという行為は、普通ではありえないことのように思われる。ところが、事実として、ルイ・アシェットは いくつかのゾラの伝記を総合して推測すれば、彼は に少しも感動 なかった。ただ、そこに才能は認めた。だから、ゾラ向かって、君の書いたものは一定の評価に値するが詩句は不完全であり、出版しても全然売れるものではない、という主旨の審判を下し 。その上で 才能はあるから今度 散文 書いてみるよう勧めたとい
（（
（注
う。ここには、
アシェットの人間的誠実さと天性の善意が感じられる。厚かま い冒険 おか たゾラ 対して、なんら反感を催すことなく、一個の作者として遇し、出版人の見地から無私で公正な評価を下 ている。望みうる最高の応対であったろ 。だが 当 ゾラは落胆 た。厳 い宣告を受けたと感じた。彼は「すばら い、出版しよう」という言葉を夢見ていたのである。
ゾラの夢想は現実の前に脆くも砕け散ったが、この冒険はあらゆる点で幸運を呼び寄せた。三月一日、ゾラ
は、ルイ・アシェットの命令で入社一ケ月に て配送部 宣伝部 配属変えになり 月給も二〇〇フランに倍増した。
宣伝部での大事な仕事 、アシェット書店が販売促進のために書店や顧客に無料 配布している「書店と書
籍愛好家への出版報告
B
ulletin du libraire et de l ’am
ateur de libre 」を出すことだった。しかし、ゾラは従来
の新刊案内を見て これでは本の内容が十分につかめず、本の売り上げ 寄与 ない、として 単 る案内か
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ら書評へ発展させるようルイ・アシェットに提案して了承された。翌月からさっそく「書店と書籍愛好家への出版報告」の内容と版型が変更されることになり、ゾラは自らが提案した書評を書くために、次々に本を読まねばならなくなった。週六日、毎日八時間、机 かじりつく生活が始まった。
それはあたかも苦行のごとくゾラに重くのしかかった。しかし、この苦行は、作家をめざす者が当然知って
おかねばならない現代文学という自分のスタジ ムを知る願ってもない有益な機会となった。ま 、大学に行かず読書経験がけっして広範とは言えなかった彼に、諸々の文学的知識を、それも短期間に集中的に摂取させる機会ともなった。ゾラは多くを読み、いくつもの新発見をし、そして発見した幾人かから強烈な刺激を受けた。こうして、ゾラは、徐々に自分の文学の核心と なるもの 蓄積し醗酵させてゆくことになる。
ゾラがアッシェット書店を退社するのは、一八六六年一月三十一日である。その二年前一八六四年の夏に、
ルイ・アシェットは不意に帰らぬ人となり、書店は娘婿のブレトンとタンプリエが継いでいたから、ゾラ は未練はなかった。退社の直接の原因は、一八六五年十一月ラクロワ書店から出版 た『クロードの告白』が、不道徳との告発を受け、家宅捜索が行われたことだった。官憲の捜索はゾラ 自宅のみならずアシェット書店にまで及び、そのためゾラは辞職を決意した。
一八六二年二月一日から六六年一月三十一日まで、ゾラのアッシェット書店在職期間は丁度五年間である。
この間、書店からは、六四年一月イッポリット・テーヌの『英文学史』が出版され、こ 著作の「血脈
race 」 、
「時代
m
om
ent 」 、 「環境
m
ilieu 」に基づく唯物論的考察から、ゾラは大きな刺激を受ける。同年三月、同じく
テーヌの『スタンダール論』が出、後の彼の『スタンダール』 繋がる発見をする。 らに同年 エミール・デシャネル 作家・芸術家の生理学 あ い 自然批評試論
P
hysiologie des écrivains et des artistes, ou 
essai de critique naturelle 』が出、その芸術に対する唯物論的解釈はテーヌの影響を補完する。そして、六五
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年一月、これはアッシェット書店からではなくシャルパンティエ書店からだが、ゴンクール兄弟の『ジェルミニ・ラセルトゥー』が出版され、翌二月三日、彼はアシェット書店宣伝部長の肩書で献本を乞い、それを読了して深く感動し、小論とも言える書評を書いている。その理解の深さは、著者ゴンクール兄弟 感激させ、礼状を たためさせ 後に 来訪を求めさせ、敷居の高いことで有名だったそのサロンの常連にもしている。ゾラは、この小説に自分自身の文学の方向性を見出していたのである。
ゾラは、この五年間に、天祐と言ってもいいほどの偶然の重なりから、膨大な知的文学的収穫を得ているの
である。どれもこれも彼の文学の血肉 なって行くものであり、信じがたいほどの効率である。しかも、これらの文学者たちは、もはや自分とは別 世界 遠い人々ではなかっ 。六三年十月、宣伝部 の仕事ぶりが評価されてゾラはわずか入社一年半で宣伝部長に昇格したが、それ以後、テーヌ、デシャネル、エドモン・アブー、プレヴォ・パラドール等のアシェット書店 関わりのある人物が 所用でアシェット書店に来るたびに、彼らと親しく交わるようになってい 。そして、そうした人々との繋がり さらに新たな繋がりを生み出していた。強烈な五年間だったのである。
それだけではない。さらに重要なことは、この間 彼は猛烈に読書し、同時に、読後書評を書いた、という
ことである。この書評こそが、ゾ の運命を決定づける。
書評の執筆はいつも夜になった しい。それがほぼ連日連夜繰り返された。この習慣が そ 後のゾラの
『ルーゴン＝マッカール叢書』を二十五年にわたって絶え間なく書き続けるという、驚異的な執筆生活の元になった、と、親友ポール・アレクシスは証言している。おかげ 、後年、日曜 朝など 暇 利し ふと物書きをしようか いう気になった時、ゾラは鎧戸を締め切 蝋燭 火を灯さなければならなかった。そうしいと仕事に身が入らないようになっていた、というのであ
（（
（注
る。
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生活習慣の形成にまで深く影響することになったアシェット書店における五年間は、ゾラの職業人生に革命
的な変化をもたらしていた。ゾラは、この間に、いつしか、ただのアシェット書店社員から、彗星のごとく現れた若く有力な一個のジャーナリストに変貌していたのである。
ゾラは、書店や読者向けに無料 配られていた冊子の単なる新刊案内を、本を安心して買うことができるよ
う、内容が相当程度つかみうる書評に発展させた とは、既に述べた。その際彼は、販売促進を意識しつつも、可能な限り公正な態度で書こうと決心し 単なる宣伝で ない、謂わば誠実な判断に基づく批評は、時に出版側にマイナスに働くことがあった しても、最終的 は顧客の信頼を得て、優れた新刊をきっと売れるようにする、そ 考えたからであった。このような公正に留意した中身ある書評は、小売書店や読書愛好家だけが歓迎するものではなかっ 。十九世紀になって次々 刊 れるように った多くの新聞雑誌は、文学分野の論説を書きうる人間が絶対的に不足しており、も 書評をもとに記事を仕立て上げて、手っ取り早く新しい本の紹介が行えるとするなら、あるいはゾラ本人にそれを依頼できるなら、それは願ってもない僥倖だった。ゾラの発案は、出版元アシェット書店 とっても、作家 ちにとって 、小売書店にとっても、読書愛好家にとっても、新聞雑誌にとっても、大い 歓迎されるものとなったのである。
ゾラは第二帝政を生き、第二帝政を描き、第二帝政を告発した作家である。第二帝政が終わっても、彼の文
学の焦点は第二帝政に合っていた。 の第二帝政をクーデタ よ 成立させたナポレオン三世は いつ変わるか知れない大衆 人気を 時流に乗って一気に集め、国民投票でクーデタを承認させ こと 成功し だけに、人気の昇降に きな影響力 持つジャーナリスムの力を殊更恐れた。一八五二年二月十七日、クーデタ成功のわずか二ヶ月後、ナポレオン三世は、 をコントロールするために、言論出版の自由を大幅に規制する政令を発布した。その骨子は、一 政治新聞の発効 政府の許可制にす こと 二 政治新聞発行
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に際して、政府に保証金の預託を義務づけること、三、記事の内容に制限や義務を課すこと、四、記事がこの法令の趣旨に反していると政府が判断したとき、裁判抜きで処罰できること、であった。三の、内容に対する制限とは、たとえば、反政府的なものや反社会的なもの、風俗を乱すものなどは駄目だ、といったことであり、義務とは、裁判の過程を報道することは禁止だが、判決は必ず掲載しなければ らない、などあった。もし新聞がこの法令に反していると行政が判断した時、新聞は を受け、時に廃刊に追い込まれたが、その処罰の基準は曖昧で、要は行政の恣意によっていた。そ とき、新聞経営にとって最も困難な問題となったのは、二の保証金預託制度であった。処罰によって廃刊に追い込まれると、保証金は没収となって戻ってこ い。保証金は、パリとリヨンで五万フラン、その他の地方都市で二万五千フランから一万五千フランであったから、当時 小規模な 経営を脅かすに十分であった。新聞が、思いがけず筆禍により処罰を受けて廃刊に追い込まれれば 新聞 すべてを失う。しかも再び再起を図 発行するには、新たに多額 保証金を用意しなければ らない。この困難な事態 可能な限り回避す ために、当時の新聞は すべての論説記事を署名記事とし、文責をすべて執筆者個人に押しつけた。つまり、それは、ゾラがアシェット書店社員として書く書評や、アシェトでの仕事をもとに新聞記事に書く書評が、 べてゾラとの署名 あ 独立した個人のものとして世に出る、という とである
一八六三年一月三十一日、アカデミー会員ヴィクトール・シェルビュリエス著、小説『コスティア伯爵』に
ついての書評が、初めて高級週刊誌「ラテナエオム・フランセ
L
’A
thenaeum
 français 」誌に掲載された。高
級週刊誌に書評が載るということは、その執筆者の力量が認められ、保証され に等しい。ゾラの価値は、アシェット書店 ために書いた書評によって、知らぬ間に書籍流通業界 枠を超えて広がり、キャリアとなって編集者たちに認められていたのである。かくして 彼には、本来の仕事の他 執筆依頼が舞 込む うになる
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六三年十二月から、リールの新聞「ジュルナル・ポピュレール
Journal P
opulaire 」の寄稿者、六四年七月から、
ヴァンサン・ルルーの北フランス地方新聞「エコー デュ・ノ
É
cho du N
ord 」の寄稿者、六五年一月か
らは、モイーズ ミヨーが六三年二月に創刊して大成功を収めた大部数の大衆新聞「ル・プティ・ジュルナルL
e P
etit Journal 」の寄稿者、と、ゾラはいくつかの新聞に記事を書くようになっていた。六六年一月三十一日、
やむなくアシェット書店を辞職することになったときには、もう既に、ゾラには、一人のジャーナリストとして生きて行けるとの算段がついていたのである。
アシェット書店を辞職した翌日の二月一日から、ゾラは書店にしばしば出入りしていたことから知己となっ
たギュスターヴ・ブーダンの世話で、日刊紙「エヴェンヌマン
L
’É
vénem
ent 」の文芸担当記者となった。月
給はこれまでの二、 五倍、五〇〇フランを約束された。ブーダ は有名な新聞人ヴィルメッサンの娘婿である。ヴィルメッサンは、一八三九年 ファッション、文学、芝居、音楽など、女性の関心を引く記事で構成したお洒落な週刊紙「ラ・シルフィッド
L
a Sylphide 」を創刊した人物だが、そのとき、話題作りと販売促進のため
に、香水を浸み ませるという奇法を使って一躍有名になった。その後も彼 、女性向けばかりでなく、広く一般大衆に向けて次々に新聞を創刊して 思わしくなければ躊躇なく廃刊 する。その目指すところは常に、高級紙ではなく娯楽紙であり、当時の常識に反して新聞を政治思想で染めず いかに世間の興味を引いて読者を集めるか 腐心した。一八五四年四月 ヴィルメッサンはこの方針に則って日刊紙「フィガロ
L
e F
igaro 」
を創刊し、大成功を収める 続いて、六五年十一月、 「ル・プティ・ジュルナル」紙の成功から、新聞価格がいかに事業の成否に影響するかを見て、一般紙 十 サンチームに対してより安価 十サンチームの値付けで、文芸日刊紙「エヴェンヌマン
L
’E
vènem
ent 」を創刊する。ゾラはこの新聞の記者となったのである。まもな
くゾラは、同系列の「フィガロ」紙にも寄稿を求められ 同年中に、七本の記事を送 ているから、結局のと
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ころ、ゾラはヴィルメッサンの下でジャーナリストとして本格的に歩み始めた、と言っていい。
さて、この二つの新聞の名物社主が、何を期待したのか、美術には素人のゾラに、サロン評を担当させるこ
とにした。同年四月二十七日から五月二十日まで、七回にわたってゾラはサロン評を連載することになる。そこからゾラの印象派との深い関わりが生まれる。
ゾラとセザンヌと印象派セザンヌに関して書かれた物を読む中で、しばしば人は、ゾラはセザンヌから印象派を教えられた、と刷り
込まれてしまうことがある。誰のどういう記述に原因があるのか、それがどのように広がったのか、セザンヌに関して書かれたものは長短膨大な数にのぼり、とうてい詳らかにすることはできないが、ともかく、それは通説のごとく流布していたし、いまもきっと流布して るだろう。なぜなら、そう考えることが、しご 自然なことのように思われるからである。一方は小説家であり、他方は画家であるから というだけではない。セザンヌには特別なイメージが作り上げ れているからである。
だが、この通説は真実なのか、それを判断する めには、ゾラがジャーナリストとして旺盛な活動を始めた
とき、セザンヌは何をしていたのか、どのような五年間を過ごしたのか、それを知る必要があろ 。
一八六二年二月、ゾラがアッシェット書店に就職して働き始めたとき、既述 ように、セザンヌはエクスに
いた。前年九月、自分の才能への疑念と画業の苦 さからパリで絵 修業をす のが嫌に り、故郷の家族の許に帰って、再び父の銀行に勤務 。 し、銀行業は、結局セザンヌに合っていなかった。まもなく仕事にも法学の勉強にも嫌気がさし、再び絵へ 情熱が盛り返し 夜間、無料の市のデッサン教室に登録し
11
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直して通い始めた。その一連の様子を見ていた父オーギュストも、徐々に、息子に銀行業を継がせることは無理かも れな 、と考え始めていた。一家の空気が少しずつ変化してゆく中で 帰郷から一年後の六二年九月、セザンヌは再びパリに行くことを真剣に考え始める。両親との生活も念頭におきながら、さきの挫折を反省して、ゾラに、パリとエクスを往復する生活はどうかと相談して、賛意を得ている。
「パリに勉強に出てきて、それからプロヴァンスに引っ込む、という君の考えに、ぼくは全面的に賛成だ。そうすれば様々な流派の影響を免れることができるし、君の何か独創的な部分を、もしあるなら、発展させることができると思
（（
（注う。
」
こうゾラは返事した。ゾラがこれをしたため 時、彼は既に宣伝部に移って、読書と書評と さらに暇を見つけては、後に『ニノ
ンへのコント』に収録される短編も書き進めていた。前年冬とは打って変わった活力に満ちた充実した毎日を送っていたのである。この手紙の冒頭に、次のようにある。
「確信が戻って来たんだ。ぼくはいろいろ考え、いろいろな希望を抱いている。率直に言えば、仕事に就いて仕事をしている。毎晩部屋にこもって、夜中まで書きもの し、読書をする。一番よかったことは、ぼくの陽気な面が戻って来た、と思えるよ になったことだな・・・。楽しい毎日を送っているよ。よく笑いもう憂鬱な 持ちじゃな
（（
（注い。
」
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パリを去るセザンヌと訣別してすべてを失い、それでも凍てつく孤独の中から何とか人生の一歩を踏み出そ
うと苦しんでいた、まさにどん底にいる、と言ってもいいゾラの、暗く打ちひしがれた姿を思い起こすとき、彼のこの変化には、感動を禁じ得ない。一年足らずの間に、新しい仕事がすべてを変えたのである。だが、まだそれは、自然主義作家ゾラの蓄電期の始まりにすぎ 、極貧生活が彼に人生のレアリスムを教えたとしても青春期のロマン主義的傾向はなお多分に残って た。
「今年のコンクールの絵画部門のテーマは、 『母ヴィチュリーに懇願されるコリオラン』だった。八人の画学生が個室に閉じこもって、どうしようもない絵を仕上げた。テーマそのものがばかげているのに、これが八回も取り組まれるわけだ。考えてみると不思議なことだが、現代、歴史画が大変な衰退を見せている一方、風景画の方は日々隆盛になっている。詩に関しても、同じ兆候 あると思う。教訓的なジャンルは死に、叙情的なジャンル 今世紀においてこれまでないほどの飛躍を遂げてい
（（
（注る。
」
ここでゾラがセザンヌにパリの最新美術情報とし 伝えている「コンクール」とは 年一回行われる国立美
術学校のローマ賞コンクールのことである。きわめて権威ある 現代からは想像しえないほど大掛かりで精力を費やすコンク ルであ
（（
（注った。
このローマ賞コンクールに象徴されるアカデミー絵画に、クールベ以後の新しいフランス絵画の流派は強い
不満を抱き、鋭く対立してきた。近代絵画成立の歴史は、アカデミー絵画との戦いの歴史とも言ってよく 印象派の勝利は、同時に、アカデミー絵画がけっして認めなかったまったく別次元 芸術 、ある は別次元の美の誕生でもあった。まもなくゾラもセザンヌもこの戦いに加わる。しかも最も戦闘的で勇敢 戦士の一人
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なる。しかし、この手紙が書かれた一八六二年時点では、ゾラにもセザンヌにも、まだこの戦いがどういう戦いなのかわかっていなかった。おそらく、この戦いが、真にどういう戦いかわかっていた者は、この当時まだ誰も かっただろう。ゾラは、ただ、時代の感性から、古色蒼然としたアカデミー絵画に否定的印象を持っているにすぎず、青春期のロマン主義的趣味をまだ棄てられずに大事に抱えていた。
彼らがいずれ参入する戦いの意味がわかるには、また印象派とは何か分かるには、まずその強大な敵であっ
たアカデミー絵画とは何かを理解しておかねばならない。長い脇道に逸れるこ になるが、次にそれをまとめておきたい。
周知の事実を並べることになるが、画家が自分の作品にサインを入れるようになったのは、ルネッサンス
以後のことである。それまで画家は教会の注文によって一定の決められた形式に従って絵を描く職人であった。作品にはそれぞれ、個性や何か創意といったものが見られるとしても、そ は意志として込められたのではなく、よりよい仕事に努めた結果として現れたのであ 、基本 伝統に従って一つ一つ意味を持つ図像を約束どおり忠実に描き、これまでとあ り変わらない構成で 教会が絵によって語らせようとすること 実現することであった。
絵の制作には技術が必要であり、図像の意味も知っていなければならないから、大なり小なり技術や知識を
伝える工房が存在し、親方から弟子に制作は伝承された。
中世では、一般に、農業生産性が低く戦乱も度重なったことから、多く 人にとって生きることは苦しみの
連続であり、教会の説 天国に行くことこそが人生最大の目標であ 。そのため、絵画に不浄の現世を想起させるリアリティは不要であ 逆 現世ではないこ を示すために、金箔が貼られ、崇高な精神を抽象化し
14
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た単純な形
フォルム
象が描かれねばならなかった。
しかし、三圃制が始まり、農業生産性が向上して、徐々に人々の生活が豊かに安楽になって来ると、現世に
も喜びはある、自然は美しく、自然にも人間にもそれを作った神の精神が宿っている、と説くアシジのフランチェスコに代表されるような、現世の肯定と現世への関心が芽生えてくる。その時初めて自然や人間の美しさを見ようとする目が生まれ、神意の宿った自然や人間の肉体を理想化しながらリアルに表現しようとする精神が生まれてくる。生き ことに喜びを見出すことが、 関心 天国から地上に降ろし、絵画の最初の革命を生んだのである。
現実世界に目を向け、美を見出し、その美を描こうとするとき、伝統的な形式は役に立たない。もはや宗教
画だけが絵画ではなくなったのである。そればかりか、地上の世界にも神が宿っているなら、此岸と彼岸はまったく別様の世界ではな なる。現世を肯定し、地上の喜びを認めたとき、世界のすべてが関心の対象となってゆく。
宗教画もおのずから、これまでの天上の清浄な精神を表す抽象的形象、謂わばこの世の姿から隔絶した「天
国的形象」を描くことから、崇高ながらも地上的で共感し る 理想化した美しい肉体を持つ神や聖人 姿を描くように変化してゆ ことになる。かつて、異教のものとされ忌避されて来 ギリシャ・ローマの美術も再発見され、再認識される。世界 自然に対する探求が始まり、次々に新しいものが発見され、新しい価値が認められ、新しい美が創造されてゆく、ルネッサン とはそういう時代だった、と私は理解 ている。
こうして、地上の観察と探究をとおして新たな美を創造する画家や彫刻家には、職業上の技術や知識だけで
なく、これまでにない、世界に対する感性 知性、新しい物の見方、そ らすべてを総合した非凡な個性が必要だった。そ がなけ ば 人々 感動させる新たな芸術は作りえなかった。その時、彼らはもはや職 では
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なく、一個の名前を持つ芸術家になる。身分の低い卑しい物作りではない、高い矜持を持つ卓越した存在になる。そして、それを自負し、その承認を他者に求め、それが高い身分や地位として認められたとき、彼らは獲得した当然の権利を維持し保全しようとするだろう。枝葉をすべて切り捨てて端的に言うな 、そこからアカデミーは生まれたと考えうる。
フランスにおける絵画彫刻アカデミーの設立は、一六四八年、フランス古典絵画の巨匠ニコラ・プッサンの
弟子であったシャルル・ル・ブランを中心に為された。このアカデミーは、当時、絵画制作を独占的職業権としていたギルドに対して、自律して自由に絵画制作ができ 、ギルドより高次の存在となることを目指して組織され、五五年国王の承認を受け、六三年からは王立となった イ十四世の絶対王政の下、コルベールが、アカデミーを通して芸術の管理を行うために、謂わば芸術 中央集権化のた に、アカデミーを王立としたのだった。
アカデミーには付属の美術学校が設置された。石膏や人体デッサン、解剖学、遠近法などが教授され、のちに
これに古代史が加わった。芸術家は、アカデミーの下にあって 当然のこととして、先人の芸術の真価 知るためために、図像学に精通して絵を読み解く能力 備えていなけれ ならない。かつ、自らの制作のためにそれを駆使できねばならない。同様に 歴史や聖書や神話 崇高な場面、劇的場面を描くために その分野 てに精通していなけ ばならない。芸術が学術と同様 ものとなり 芸術家の地位は学者の地位と対等になる。
このアカデミーが自ら染め上げていった高度な 芸としての絵画芸術という性格付けから、歴史画（聖書や
神話を題材とする絵を含む
（、歴史的風景画、肖像画と風俗画、風景画、静物画という絵画の序列も生まれる。
対象をそのまま描くことは、職人の仕事と変わらぬことであって、芸術家の仕事とし 下等 ある そう見なされるゆえに、風景画や静物画の地位は低い。一方、高い技術と深い知識に裏打ちさ 、多彩 寓意 含み、
16
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人物を見事に理想化させて歴史や聖書、神話の場面を描くことは、まさに高度の知識と想像力を有する芸術家の本義であるから、歴史画の地位は最も高い。
十七世紀の創設以来、アカデミーは、学術と変わらぬ高い地位を芸術に付与し保持するために、この枠組み
を墨守した。しかし、十九世紀、絵画が、国家や教会の、また一部の王侯貴族のものであった時代から、革命を経て、ブルジョワたちが購う時代へと変わって行ったとき 絵画の枠組みをその狭い囲いの中だけに閉じ込めてゆくことが徐々に困難となって行った。印象派の誕生は、この枠組みを最終的に破壊する動きに他ならなかった。
印象派の戦いにおいて、その主戦場は「サロン（官展（
」であった。サロンとは、隔年あるいは毎年春、ルー
ヴルの正方形の大広間サロン・カレで行われた絵画展である。その歴史はアカデミーが王立となってまもない一六六六年に遡り、その当時は、コルベールが二年ごとに復活祭の 土曜日に アカデミー会員が各自の作品を持ち寄って開くこと 命じた貴族のための展覧会であった。当初 会場は現在 パレ・ロワイヤルの一部に当たるブリヨン宮の大広間であっ 、一七二五年 サロン・カレとなった。そして、革命を経た一七九年、アカデミー会員 作品発表の場からすべての人に開放された作品発表の場に変わった。それ以降、作品展は会場がサロン・カレでな とも 「サロン」と呼ばれ ようにな
セザンヌが、ゾラと一緒に、初めてこの「サロン」を見たのは、一八六一年である。セザンヌがそこで何に
関心を持ったかは、さきに引用したとおり 、自分の感性 素直に見ていることを除けば、芸術に関心を持つ一般人の絵画観と当時の彼の絵画観と 間に大きな隔 りがあるようには思われない 翌年六二年のサロンは、セザンヌがパリの生活に挫折して故郷に帰っているから 見ていない。そして翌六三年のサロン、 れは絵画史に残る落選者展の開催された年だった。厳格な審査のために、約五千点中三千点 いう非常に多くの落
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選を出し、落選者たちから「サロン」に対する激しい非難が湧き上がっ ために、ナポレオン三世が、審査員の評価の是非を一般大衆に委ねるべく、サロン落選者の展覧会を、サロンと同じ会場の産業館の一角で行うよう命じたのだっ 。サロンは国家元首を動かすほど 行事だったのである。
セザンヌは、この落選者展にやはりゾラと一緒
に出かけ、そこで最も熱 話題となっていたマネの『草上の昼食（水浴
（』を見ている。それを二
人がどう見たのかは、何も言及が残っていないため、わからないが、お らく、強烈な刺激を受けた、ということはな ったのであろう。もっとも、後年、ゾラの方は、この時の様子を『制作』の中の落選者展の場面を描くのに利用している。それを読む限り、会場は「外光派」 対する哄笑と憤怒に満ちていた。多く 人がこの絵をスキャンダルだと眉を顰めながらも楽しんでいる様子で、マネを擁護しサロンの審査を非難する大衆 声はまったくと言えるほど聞こえていなかったと推測
18
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される。
話は「サロン」に戻るが、六三年当時、フランスには、自らの審美観に基づいて画家を発見し、育て、個展
を開くなどして新しい絵画の販路を開拓する、今日のような画商と画廊というものが存在していなかった。だから、画家が自分の作品を公開して、その評価を広く公衆に問う唯一の手段は、サロンに出展することであった。出展には審査があったから、サロンに展示されるということは、その絵画の価値をある程度保証してもらうことを意味した。絵で食べて行くには、サロンに出展してこの保証を受け、買い手を見つけることが必須の条件であった。謂わばサロンは、単に鑑賞の場ではなく、一定 品質保証が付いた芸術商品を並べる「見本市」 ような場でもあったの る。
ところが、出展には大きな問題があった。サロンに出展できる作品を審査するのは、七月王政まではアカデ
ミー会員であり、四九年以降は、直接アカデミーが選ぶことはなくなったが、依然として審査員の多くがアカデミックな絵を描く画家たちで から、事実上、直接アカデミーが入選を決めていた頃と大差がなかった。アカ ー会員とアカデミー絵画は、自ら 権威と地位 そしてその絵画の価値 保持する めに、頑としてアカデミー絵画の基準に反する絵画を認めず、 ら 基準に従って応募作品を選別し、優劣を決め いた。
マネの絵は、サロンに応募しながら、このアカデミーの基準 真っ向から挑戦していた。すで 多くの研究
者によって解説されているように、 『草上の昼食』は、審査員からも世間一般からも、レアリストの破廉恥この上ない作品と非難された。当時 解説に次のようなものがある。
「高級娼婦の世界のつまらない女が、一糸まとわず、恥知らずにもだらしなく座り、めかしこんだ二人の気取り屋のあいだにいる。二人は、学校が休みの日に、大人のまねをして、淫らなことをしている男子生徒
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みたいだ。この下品な謎めいた光景に意味を探したが、無駄だ
（1
（注
った。
」
アカデミーの基準においては、裸婦は神話の世界にい
るものでなければならない。理想化された美しい肉体を持つものでなければならない。しかし、マネの絵には、理想化されたとは言い難い若干血色の乏 い地上 人間である若い女が描かれており、左端には、彼女の脱ぎ捨てた服があって、それが現実世界の光景であることを明確に示している。
また、アカデミーの基準においては、筆使 は繊細に
行い筆跡を残してはならず 立体感を表現する色の諧調も穏やかに変化してゆくものでなけ ばならな 。しかし、マネは鮮やかな色を使って色調を単純化し、コントラストも鮮明にするとともに、大胆な筆使い 見事に立体感を描出している。絵から離れれば天才的な一筆が、近くからは荒い筆跡でしかなくなる。リウォルドは「もしマネの絵画が、明白な対照 はっきりした対立を用た単純化を志向する手法で描 れていなかったとすれば、
〈中央部分の拡大〉
とりわけ衣服や草は、大胆な筆使いによって描かれている。
20
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あれほどの批判を引き起こさなかったのではないかとも考えられよう」と述べてい
（11
（注
る。
 
つまり、ここにはマネの二つの挑戦がある。一つは絵画のモチーフ・主題における挑戦であり、もう一つは
絵画の描法・手法における挑戦である。
しかし、当時、アカデミー絵画は、そもそも絵画芸術においてはモチーフ・主題以外に問題など存在しえな
い、と考えていた。絵画というものは現実世界をあり ままに描くものではなく理想化して描くものであるという前提があるだけで、あとは描かれているものがすべてであった。絵画に没入することを妨げる筆跡やマチエールなどあってはならず それを守れないとすれば、技術が稚拙であるか、仕上がっていないかである、と考えていたので る。筆跡 るいは筆触、マチエールが、芸術の問題として意識されるようになるのは印象派以後のことである。この頃、そうしたものに意味があ など マネ以外にほとんど考えてい かったろう。アカデミー 考える最高の絵画とは、そこにあたかも別世界の窓が開いているように、平面 描か ることを忘れさせ、見入るほどに様々なことを語り始める そう う絵画である。窓の外へと見る者を誘わねば らないのに、たとえて言うなら ぼこ歪みのある、しかも汚いガラスを嵌め込むなどもっ のほか あり、あまつさえ窓ガラスに描かれてい と一見して分かるようなものは論外だったのである。
したがって、マネの挑戦が意味することをさらに平明に言うなら、一つは別世界でなく現実世界ではいけな
いのか、というモチーフ・主題に関す 問題、もう一つは窓の外 ひらけた空間と思わせる く、まにタブローそのものだと分からせ は けないのか、とい 描法・手法 問題である。後者には、当然、描き方そのものの中に画家 審美的主張を持ち込みた というマネの強い意欲があ 。
さて、マネにおいて、この二つは、おそらく、より前者に重きがありながらも、終生切り離すことのできな
い一体のものとしてあった。モチーフ・主題における写実主義・自然主義と まったく新 な描法とは、マネ
21
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の芸術の本質そのものだった、ということである。マネの先輩クールベにおいては、描法よりも前者の方がずっと重要だった。一方、マネの後にやって来たモネのような画家にとっては、前者の問題は徐々に意味を失い、後者が決定的に重要になってゆく。そのとき、さらに新たな命題が誕生する。描かれたものではなく、描法やマチエールそ ものが持つ美、ま 描かれているものから独立した色彩や構成の総合としてのタブローが持つ美、さらに対象の再現ではなく変容によって現出す 美、ということに関わる命題である。すなわち、画像の物語性・意味性をすべて捨象した〈感覚的写実主義、自然主義〉とい ことと、それを実践する過程で意識され、制作を支配する、感覚領域における唯美主義 に関する命題である。それは、詩作 上での、言語論における、意味されるもの（シニフィエ（に対する意味するもの（シニフィアン（が占める役割や効力、といった問題に近似した命題と 言える。この命題は、セザンヌの絵画を考える上でもきわめ 重要となるが、それはま 、後 展開 い。
ところで、マネにおける第一の問題について、バタイユ的美学の系譜は、マネの絵画の主題は口実にすぎな
い、といい、そ ことにおいてアカデミー絵画に挑戦していると解釈する。読み説かれ べき内容に満ちたアカデミー絵画に対して、マネ 絵に描かれているも は何も意味していない 描かれている様々なも 秩序も有機性もなく、無意味である、そしてそこに革新性がある、と言う である。
「マネは学識に基づく絵画と袂を分かつ。内容を読み解くために、たとえばダヴィッドの《ソロモンの審判》を見る際に必要とされるような学識・教養を引き合いに出す必要はもはやない。というのも、読み解くべきものはもはや何もないからである。こうした絵画はもはや明瞭に意味を伝達することはないのであって、物語上の参照物はあいまいになっている。 《草上の昼食》の登場人物たちの 現実にありそうもない寄せ集めは
22
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何を意味しているか。何も意味しない。絵画には意味すべきものなどないからである。マネは『絵画の沈黙』を求めた。彼は詩と絵画との関係を完全に切り離した。絵画は、 『陳述の機能』から解放されて、ひとつの自律的な芸術となった。彼は読まれる絵画に代えて、見られる絵画を提示した である。こうして、人の態度は意味を持たず、身振りは何も指し示さず、画面構成はいかなる物語にも奉仕しなくなる。 （中略
（
マネは『ポー
ズのなかに無秩序 』持ち込んだのである。こうした読解不可能性への配慮を象徴して のが、 《草上の昼食》の前景右側にいる人物の指先であり、それは何かを向いているが、何も指し ては
い
（1
（注ない
」
確かにそうであろう。だが、例えば、
モネ4
の『草上の昼食』 （次頁上
（
に描かれている人物の身振りや配置
にも何の意味もない。ルノワールの『舟遊びの昼食』 （次頁下
（
に描かれている人物の身振りや配置にも何の
意味もない。情景だけで、風景画と同様である。彼らもマネ同様、現前する光景を描いているのではない。モデルをたて、それを配置して 現実にありうる 光景を演出
4
している。だが、そこには、その光景そのもの
以外に何の意味もない。印象派という自然主義の絵画において、マネの絵画における無意味性とまったく同様のことが存在しながら、彼らの絵画においてはそれは見向きもされない。殊更マネが問題になるのは、そうしたことを始めた最初の画家であるからなのか。おそらく、そうであろう。だが、それだけではあるま 。その無意味性に強いインパクトがあるからである。マネの『草上の昼食』は、アカデミー絵画の装いをまといながら、真っ向からそれ 挑戦して る。三人の人物のポーズと配置は、当時の画家にとってはポピュラー 、ラファエロの版画 のまま採られていることが明ら となっており、また、現存作品 ごくわずかなジョルジョーネの有名な絵『田園 奏楽』を連想させ ことか 、そこか 直接影響を受けていないとしても、それを想起させる意図あるいは想起を意識し いた可能性は る。つまり、マネ 分かる人には分かるパロディ
23
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という爆弾をアカデミー絵画に投げつけているのである。しかもそこに、裸の女が脱いだ服を描き込むという強烈な刺激 加えている。だから、この「無意味」には意味が満ちている。そ ものだけのモネやルノワールの絵とは全然違う。彼は、無意味な配置 しているとしても、二人の若い男の後方にに水浴する女を入れ、ラファエロの版画では三人 裸の男であったもの 二人の着衣の男と一人の裸婦に変えている。そこには、何らか 明確な意図がある。この絵を落選者展で見た者たちは すぐにそれを感じたのであ 細部にこだわらず、核心的意図を見た である。 れはありえないわけのわか ない光景だとしても「現実」を描いている、ということであ 。当時流行していたパリ郊外での遊興と照応している というこ である。その意味で、マネの絵は、そ 物語が謎に満ち、解くことができないとしても 物語性に富んでいる。
こうしたマネの絵の「無意味さ」奇怪さは、 『草上
の昼食』に限らず、いくつも 作品 指摘されて る。例えば『バルコニー』では 三人の人物の視線が完
ラファエロの版画の一部
25
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全にばらばらで、見る者にとってありうると期待される主題がそれによって破壊され飛散している。 『温室』（次頁
（
では大きく描かれている女性の視線が主題となるべきものを凝視しているようでありながら、肝心の
それが描かれてお ず わけのわからない絵になっている。類似のことは、研究者によって多々指摘されている。さらに、フーコーは、こうした特徴の他に、マネの絵の照明の不可解さ、画家の立ち位置の不可解さを指摘し、彼が、意図的に、完全にアカデミー絵画の原則から逸脱していると述べ、初めて「オブジェとしてのタブロー」 「オブジェとしての絵画」を発明しつつあったとしてい
（13
（注
る。
しかし、私には、これらの指摘は第
一の問題の範疇にあるように思われる。マネの絵において、全体を貫く脈絡を見つけることはできないか、あるいはないのか、それは分からぬが、不可解さも含め、描かれたものは多くのことを語っている。マネ 絵画は、 「絵画の沈黙」とも「 『陳述 機能』から解放されて、ひとつ 自律的な芸術」とも、まだなってはいないのである。「陳述」が不条理で、言葉多くして何を語っているか分からないだけである。その意味で、マネは過渡的 画家であ
26
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るように思われる。
だが、こうしてマネが炸裂させた爆弾は、スキャ
ンダラスな「現実」を描いた点においても、斬新な画法を創始した点 おいても、強烈な破壊力を持っていた。クールベが準備しマネが一気に幕を切って落としたこの革命に、セザンヌは、ま ゾラは、どのような認識を持ち、どのように関わっていったのだろうか。彼らはまもなく、まさ 渦中の人物となり、強力な闘士となる われわれは、歴史的事実として、革命 結果を知ており、そこから遡って結果へと到る「流れ」に秩序を与え、 「動き」に意味を付与する。すると何がしかの整然とした姿が見えてくる。だが実際には、流れも動きも混乱 ばしば矛盾に満ちてい 。結果から考え れうる意味や認識が、当事者にはずっと見えていなかっ いうことも考えられうる。どのようなものであれ、整然とした姿は虚像にすぎない。重要なことは、その虚像にどの程度重要な真実が反映されている 、 いうことだろう。ともあれ、通説の虚像の出来を判断
27
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するために、再び革命の始まり一八六三年とその後の二人に戻ることにしたい。
（つづく（
注注
（　
ゾラがアシェット書店にいつ就職したかについては、諸説がある。
F
rédérick B
row
n: Z
ola, une vie (p.（（0), H
enri T
oyat: 
Z
ola (p.（（), E
velyne B
loch-D
ano: M
dam
e Z
ola (p.（（) は、三月一日とし、
E
dm
ond L
epelletier: É
m
ile Z
ola, Sa vie- Son 
Œ
uvre (p.（（（) は一月、
John R
ew
ald: C
orrespondance de P
aul C
ézanne (p.（（2, N
ote （) は、二月とし、ことに日付けは付
していない。筆者はリウォルドの説が最も妥当と考え、さらに一歩踏み込んで以下の理由から「二月一日」とした。
　　　
私がここで参照した伝記において、最も古い のはルペルティエの書いたもので、一九〇八年に出版されている。彼はゾラの友人であった。冒頭にゾラから著者宛への手紙が掲載されている。つまり、ルペルティエは、この本の起稿に際して、直接ゾラから証言を得られたば りでなく、もし記述を誤った場合、ゾラがそれを正す可能性 高い ではないだろうか。その意味 、もっとも信頼を置きうる。ただし、本人がよく覚えていないという可能性はある。
　　　　
さて、ブデがゾラにアシェット書店の就職口を持ってきたのは六一年十二月末のことであった。そのとき、ブデはゾ
ラのあまりの貧窮ぶりに同情して、一ルイ金貨（二十フラン
（
を与え、日本の年賀状に当たる、年始の挨拶を伝える名
刺を友人宅に届けさせている。アカデミー会員ブデの交友関係は輝か いものであったから この小さな臨時のアルバイトはゾラの心 強い印象を刻んだことは想像に難くなく、ど 伝記に このエピソードが取り上げられている。それから二十日後、さきに引用した手紙（一月二十日付けの手紙
（
をゾラは書いている。つまり、近いうちにアシェットに
就職する旨、セザンヌ 教え いる。したがっ に入っ は一月二十日以降の「近 うち」 あることは間違いない。であるとするなら、ルペルティエの記述ど り 「一月」 末頃か、と考え くなるが、月給 給され 際、中途半端 日付けから仕事を始めるのは不自然ではないか、と思われ、リウォルドの記して るように 「実質的には二月」 、つまり二月一日から仕事に入ったと考える 自然ではないかと思われる。その後資材・配送部から宣伝部に配属替えになって、月給が二倍にな は、三 一日付である。給与事務の区切り アシェットのよう
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な大書店においては、重要な原則ではないのだろうか。ルペルティエの一月からという記述は、もしかすると、一月に何日か下見に行って説明を受けたり、現在で えば見習い研修に当たるも を受けたりしたのかもしれない。ともあれ、確実な 付を記しうる根拠は何もないが、残された資料から合理的に判断すれば、 「二月一日」が妥当ではなかろうかと思う。
注
2　
直訳すると「愛の喜劇」だが、バルザックの『人間喜劇』同様、 「コメディ
C
om
édie 」は文体を示しているのであって、
内容を示しているのではない。 『神曲』がコメディなのは、ラテン語の厳選された語彙による「荘重体」を選ばず、 「平俗体」 、つまりイタリア語で書いたからであった。また、バルザックにお ては、ダンテが神の世界のコメディを書いたのに対して フランス語で人間世界のコメディを書く、という がタイトルに示された意図であろう。ゾラ この「コメディ」もそうした修辞学的見地からの「コメディ」という命名である。
注
（　
寄宿生の寝具や衣類 洗濯したり整えたりする仕事（
lingère （
注
（　
次の伝記を参照した。①
P
aul A
lexis: É
m
ile Z
ola, N
otes d ’un am
i, V
ersion électronique de M
ichael L
astinger de l ’édition 
C
harpentier （（（2, C
hapitre IV
 D
ébuts dans la vie　
②
E
dm
ond L
epelletier: É
m
ile Z
ola, Sa vie- Son Œ
uvre, (M
ercure de 
F
rance （（0（), p.（20　
③
F
rédérick B
row
n: Z
ola, une vie, (B
elfond （（（（), p.（（（
　　　
これらの伝記を総合すると、この後実際に、ル ・アシェットはゾラに、アシェット社から出している『少年新聞le Journal de la Jeunesse 』のために短編を書いてみないか提案し、それに応えて彼は『貧者のシスター
la Sœ
ur des 
P
auvres 』という作品を書いている。しかし、この短編小説も没になった。ルイ・アシェットが求めていたものは、お
そらく、現代の真実味のある明るい教訓的ストーリーだったと思われるが、ゾラの書い ものは 現代の真実味のある、という点では良かったもの 、暗鬱かつルペルティエ よれば「むきだし
trop violent 」で、後の『居酒屋』のように、
社会批判を感じさせるものであったらし 。
注
（　
P
aul A
lexis, op.cit. C
hapitre IV
 D
ébuts dans la vie
注
（　
C
orrespondnce de P
aul C
ézanne 2（ septem
bre （（（2, op.cit., p.（（（
注
（　
ibid.
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注
（　
C
orrespondance d ’
É
m
ile Z
ola, L
ettres de jeunesse, B
ibliothéque-C
harpentier, （（0（ P
aris, pp.2（（-2（（
注
（　
ローマ賞コンクールは、毎年初春に始まり、結果が出る頃には季節が変わっていた。試験は第一次試験から第三次試験まであり、まず第一次で、指導教官の推薦を受けた百人の学生が、歴史、聖書、神話のどれかから採られたテーマについて、六号の油彩習作に取り組む。与えられた時間は二十四時間で 受験者は試験終了まで国立美術学校内の試験場から出ることはできない。二十四時間後 完成した油彩習作を、国立美術学校教授と絵画アカデミー会員から選ばれた審査員が審査し、二十人の学生を合格とする。この二十人がその五日後、二次試験 臨む。二次試験はそれぞれ七時間からなる四回のセッションに分けられており、油彩で二十五号の男性裸体習作を制作しなければならない。ポーズは試験官によって決められ、自由はない。出来上がったもの 第一次試験 作品と一緒に並べられ 半数が合格となる。こうして残った十人の者が、その一週間後、再び国立美術学校に集められる。
七十二日間444
の第三次試験が始まるのである。その間、受験者
はそれぞれ美術学校内に一室を与えられる。そこから出ることは許されない。 「独房」と揶揄される所以である。テーマは毎年十人のアカデミー会員の協議によっ 決められ、この時発表される。六 年は、手紙にあるように 古代ロ マ史から採られた『母ヴィチュリーに懇願されるコリオラン』で こ を最終試験で 八 号（約縦一、 一ｍ×横一、 五ｍ
（
の
作品に仕上げなければならない。与えられたテーマを絵に には、絵 技量とともに コリオランのエピソードから画像を り上げるために必要十分 古代史に関する知識 なければならない。した って、テーマ発表後 その知識の欠落を自覚して、辞退する者も出てくる。七十二日間の苦闘を経て描か た絵は、それまで描かれたも と一緒 審査に付され、最後にただ一人の勝者が決められ 優勝者 ローマにあ ヴィラ・メディチ 呼ばれるフランス・アカデミーへの五年間の給費留学が与えられ、ローマでは自由に時を過ごすことができた。アングルはこ ローマ賞の勝者で、彼のライバル・ドラクロワは落ちてい 。ギュスターヴ・モローやドガも同様に敗退し、新古典主義の領袖ダヴィッド 三回落ちた後、ついに勝者となった。三回目のときには自殺を考えたというエピソードが残ってい
注
（0　
ルイ・エチエンヌ『審査員と出品者』 、バーナード・デンバ 著、池上忠治監訳『印象派全史』二十七頁の引用から。
注
（（　
リウォルド『印象派の歴史』
op.cit., p.（（
注
（2　
キャロル・タロン＝ユゴン
C
arole T
alon-H
ugon, ミシェル・フーコー『マネの絵画』 （阿部崇訳（
、筑摩書房、七一～七二
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頁。
注
（（　
前掲書
